




<研究目的> 

摂食は心身障害児の健康管理にとって大変重要な問題である。摂食の問題を大別すると①

食事への適応(異食、偏食、他人のものをとる、一品食い、自発行動なし、大食、経管摂取

)」②姿勢のコントロール(じっと坐っていられない、突張ってイスからずり落ちる、グニ

ャグニャして坐れない)、③目と手の協応(食器をもたない、スプーンをもてない、スプー

ンをもたない、うまく食物をすくえない、手ずかみ、口まではこべない、こぼす)、④口腔

の巧緻運動のコントロール(流延、口を開かない、口を閉じない、スプーンを咬む、水分が

飲めない、舌を突き出す、いつまでも口に入れたまま、嘔吐、鼻から食物が出てくる、ま

るのみ、反芻、むせる)などに分けられる。 

心身障害児に関する摂食の問題のチェック表を作成し、精神薄弱児と、重症心身障害児に

ついて調査し、そこから考えられる諸問題を分析し、今後の研究課題を考察する。 


